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大 豆 作 技 術 情 報                      Ｎｏ.３ 
          

                                   令和４年８月５日 

                                                               鳥取県産米改良協会 

  ～開花期かん水と病害虫防除の徹底～ 
 ○開花期かん水 

今後、高温で降水量は平年並～多い予報である。実施可能なほ場では、可能な範囲で開花期かん水を
行い、収量向上と品質向上を目指す。 

 
○カメムシ及び紫斑病等を対象にした病害虫防除の時期です。 

（開花期後の日数、着莢状況を目安に防除を行う。播種が遅い場合は、開花期、防除適期も遅くなるので注意する。） 

 ・病害虫防除は作柄を安定させ、品質改善にも効果が高いことから、必ず行うこと。 
 ・防除適期を逸しないように計画を立てて防除を行うこと。 

 

Ⅰ 天気概況 
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Ⅱ  生育概況 

  ○現地ほ場 

・6 月 10 日～17 日播種のサチユタカは 7 月 27 日～31 日頃、6 月 17 日～6 月 25 日播種のタマホマレ 

は 7 月 31 日～8 月 1 日頃、6 月 21 日播種の星のめぐみは 7 月 31 日頃に開花期を迎えている。 

・一部で湿害の影響が見られるものの全般的に出芽揃いやその後の生育は順調である。 

 

○農業試験場の奨励品種決定調査ほ場 

  ・6 月 10 日に播種したタマホマレ、サチユタカ、星のめぐみは平年並の７月下旬に開花期を迎えている。 

・草丈、主茎長は平年より長く、主茎節数は平年より多く、生育量は多い傾向。 

・以下、参考 （２０２０年は、かん水被害を受けたためデータなし）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奨励品種決定調査ほ場　開花期生育調査結果
令和４年８月１日　鳥取県農業試験場

タマホマレ

年次 播種日 開花期 日数 草丈(cm) 主茎長(cm) 主茎節数 分枝節数 分枝数

2022 6/10 7/27 47 93.8 62.8 14.5 4.7 2.3
2021 6/21 8/4 44 78.6 31.6 11.8 1.6 0.4
2019 6/11 7/30 49 79.2 52.4 12.6 8.4 3.0
2018 6/18 7/31 43 58.7 34.0 11.6 4.1 1.8
2017 6/12 7/27 45 94.7 72.3 14.0 10.0 3.0
2016 6/20 8/1 42 54.6 34.2 12.5 11.2 5.2

（平年値） 6/16 7/31 45 73.2 44.9 12.5 7.1 2.7
※平年値は2016～2019年、2021年の平均値

サチユタカ

年次 播種日 開花期 日数 草丈(cm) 主茎長(cm) 主茎節数 分枝節数 分枝数

2022 6/10 7/30 50 94.2 55.2 14.6 2.7 1.3
2021 6/9 7/30 51 61.4 31.6 9.8 1.6 0.8
2019 6/11 7/30 49 81.8 48.4 13.2 6.4 2.8
2018 6/18 8/2 45 60.4 30.1 12.3 2.3 1.7
2017 6/12 7/26 44 95.0 65.0 14.7 12.3 3.0
2016 6/20 8/3 44 54.6 34.2 12.5 11.2 5.2

（平年値） 6/14 7/30 47 70.6 41.9 12.5 6.8 2.7
※平年値は2016～2019年、2021年の平均値

星のめぐみ

年次 播種日 開花期 日数 草丈(cm) 主茎長(cm) 主茎節数 分枝節数 分枝数

2022 6/10 7/27 47 104.6 75.7 14.1 8.2 3.3
2021 6/9 7/26 47 55.8 35.8 8.2 0.4 0.8
2019 6/11 7/28 47 86.8 55.8 11.0 5.0 2.2
2018 6/18 7/28 40 77.6 41.1 11.6 7.1 3.4

（平年値） 6/12 7/27 45 73.4 44.2 10.3 4.2 2.1
※平年値は2018年～2019年、2021年の平均値
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Ⅲ 病害虫発生状況 （令和４年度病害虫発生予報第６号抜粋） 
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Ⅳ 技術対策 
１ かん水 
  大豆の開花期から莢伸長期にかけての極度の水

分不足は、着莢数の減少や子実肥大不良の主要因

となり、青立ちにも強く関与していると見られている。

以下の方法を参考に、増収や品質向上を図る。根粒

は空気と水を同時に消費し、消費量が大きいため、

積極的なかん水は増収につながる。 

 

（１）かん水の方法 

○かん水回数 

開花期～着莢期（７月下旬～８月下旬）に乾燥状態が続く場合は積極的に行う。 

○かん水要否の判定 

葉裏が見え、ほ場全体が白っぽく見えるような状態になると、すでに水不足による障害を受けている可能性 

もあるため、早めのかん水が有効である。 

○かん水方法 

・１日２時間程度（２０ｍｍかん水）とし、一筆のほ場全体をかん水するのに３日程度かけて行う。 

 ・水口部の水位がうね高さの１／２程度になるよう水口開度を調節し、徐々に土壌を湿潤状態にもっていくこ 

とを基本とする。 

 

 

（２）かん水の注意事項 

◎ほ場の排水対策が十分に実施されていること。 

○かん水要否の判定は、午後４時頃行うと判定しやすい。 

○一度かん水したほ場では、かん水の要否判定を参考し、適切な土壌水分管理に努める。 

○短時間でのかん水は、水口部で倒伏や湿害の発生する恐れがある。また、かん水後の長期の停滞水は、 

逆に湿害を招く恐れがあるため注意すること。 

 
 

表　かん水が大豆生育・収量に及ぼす影響　

（2002鳥取農試サチユタカ）
精子実重 収量比 等級 残葉程度

(kg/a) (％) (1～加工) (0～5)

かん水区 31.9 128 3中 0.4
非かん水区 25.0 100 3中 1.1

処理
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２ 排水対策  

  この時期からの大雨による滞水は落莢を助長する。あらかじめ排水溝の手直しを行い、速やかな排水に努

める。 

 

３ 病害虫防除 
 紫斑病とカメムシの同時防除を基本とする。カメムシ類、他の害虫等の発生が多い場合には追加防除を

行う。 

 （１）紫斑病・カメムシ類 
 《 紫斑病防除に水和剤を使う場合 》 
ア カメムシ防除にネオニコチノイド系又はフェニルピラゾール系殺虫剤を使用する場合 
①  開花期後３０～３５日（全体の花が終わった時期）の１回防除を基本とし、紫斑病防除薬剤（アミスター２０

フロアブルの２，０００倍）とカメムシ防除剤（ダントツ水溶剤、スタークル顆粒水溶剤、キラップフロアブル等
、ただし登録範囲内で最も高い希釈倍率）の混用で１００L／１０ａの薬液を散布する。なお、展着剤を必ず
加用する。 

※追加防除を行う場合には、１回目とは他系統の薬剤を散布する。 
イ カメムシ防除に上記以外の殺虫剤を使用する場合は、２回防除を基本とする。 
①  １回目：開花期後２５～３０日（全体の花が終わった時期） 
 紫斑病防除薬剤（アミスター２０フロアブルの３，０００倍）とカメムシ防除剤 （エルサン乳剤、スミチオン乳剤、

トレボン乳剤等）の混用で、１５０～３００L／１０ａの薬液を散布する。なお、展着剤を必ず加用する。 
② ２回目：１回目防除の１０日後カメムシ防除剤（水和剤あるいは粉剤） 
  
《 紫斑病防除に粉剤を使う場合 》 
ア 紫斑病防除にトライトレボン粉剤ＤＬを使用する場合 
① １回目：開花期後２５～３０日後 トライトレボン粉剤ＤＬ 
② 2回目：１回目防除の１０日後 カメムシ防除剤（スタークル粉剤DL、ダントツH粉剤DL、トレボン粉剤DL等） 
イ 紫斑病防除にスミチオンベルクート粉剤ＤＬを使用する場合 
① １回目：開花期後1５～2０日後 スミチオンベルクート粉剤ＤＬ 
② 2回目：１回目防除の１０日後 スミチオンベルクート粉剤ＤＬ 
③ 3回目：２回目防除の１０日後 カメムシ防除剤（スタークル粉剤DL、ダントツH粉剤DL、トレボン粉剤DL等） 
 

 （２）ハスモンヨトウ 

ア 若齢幼虫の加害によって発生する白変葉の早期発見に努める。発生初期の場合、葉の切除などの捕殺を

行うか、農薬のスポット散布を行う。 

イ 防除の目安は、１ａ当たりの白変か所数５か所以上とする。 

ウ 新葉の出葉により、白変葉が確認されにくいほ場が多いので、観察にあたっては、ほ場周辺からの観察の

みならず、ほ場内での観察も行う。 

エ 若齢幼虫に対する登録農薬の効果は高いが、齢期が進むと防除効果が低下するため、 散布適期を失し

ないようにする。中齢～老齢幼虫が多い場合は、フェニックス顆粒水和剤、プレバソンフロアブル５等を散布

する。 

 

４ 雑草対策 
・開花期を迎えた大豆に培土する場合は、根や葉を傷めないよう注意する。 

・この時期から大型雑草が目立つようになるため早めに除去する。 
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【参考】暑い日が続きます。熱中症防止を引き続き呼びかけてください。 
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